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日野町告示第31号 

 令和５年第５回日野町議会定例会を次のとおり招集する。 

   令和５年８月30日 

日野町長 﨏 田 淳 一 

１．期 日  令和５年９月７日 

２．場 所  日野町議会議場 

─────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

小 林 良 泰              小 河 久 人 

坪 倉   敏              中 山 法 貴 

梅 林 智 子              金 川 守 仁 

松 本 利 秋              安 達 幸 博 

竹 永 明 文              中 原 信 男 

       ─────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

        な し 

       ─────────────────────────────── 
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──────────────────────────────────────────── 

第５回 日 野 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第１日） 

令和５年９月７日（木曜日） 

──────────────────────────────────────────── 

議事日程 

令和５年９月７日 午前10時開会 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

（１）議会関係の報告（議長） 

（２）一般行政報告（町長） 

（３）令和４年度日野町財政健全化判断比率について（町長） 

日程第４ 議案第54号 日野町特別医療費助成条例の一部改正について（町長） 

日程第５ 議案第55号 日野町過疎地域持続的発展計画の変更について（町長） 

日程第６ 議案第56号 令和５年度日野町一般会計補正予算（第４号）（町長） 

日程第７ 議案第57号 令和５年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）（町長） 

日程第８ 議案第58号 令和５年度日野町介護保険特別会計補正予算（第１号）（町長） 

日程第９ 議案第59号 令和５年度日野町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）

（町長） 

日程第10 議案第60号 令和５年度日野町簡易水道特別会計補正予算（第２号）（町長） 

日程第11 議案第61号 令和４年度日野町一般会計歳入歳出決算認定について（町長） 

日程第12 議案第62号 令和４年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

（町長） 

日程第13 議案第63号 令和４年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について（町長） 

日程第14 議案第64号 令和４年度日野町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算認定について

（町長） 

日程第15 議案第65号 令和４年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について（町長） 

日程第16 議案第66号 令和４年度日野町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について（町

長） 

日程第17 議案第67号 令和４年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい
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て（町長） 

       ─────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

（１）議会関係の報告（議長） 

（２）一般行政報告（町長） 

（３）令和４年度日野町財政健全化判断比率について（町長） 

日程第４ 議案第54号 日野町特別医療費助成条例の一部改正について（町長） 

日程第５ 議案第55号 日野町過疎地域持続的発展計画の変更について（町長） 

日程第６ 議案第56号 令和５年度日野町一般会計補正予算（第４号）（町長） 

日程第７ 議案第57号 令和５年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）（町長） 

日程第８ 議案第58号 令和５年度日野町介護保険特別会計補正予算（第１号）（町長） 

日程第９ 議案第59号 令和５年度日野町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）

（町長） 

日程第10 議案第60号 令和５年度日野町簡易水道特別会計補正予算（第２号）（町長） 

日程第11 議案第61号 令和４年度日野町一般会計歳入歳出決算認定について（町長） 

日程第12 議案第62号 令和４年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

（町長） 

日程第13 議案第63号 令和４年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について（町長） 

日程第14 議案第64号 令和４年度日野町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算認定について

（町長） 

日程第15 議案第65号 令和４年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について（町長） 

日程第16 議案第66号 令和４年度日野町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について（町

長） 

日程第17 議案第67号 令和４年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て（町長） 

       ───────────────────────────────
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出席議員（10名） 

１番 小 林 良 泰        ２番 小 河 久 人 

３番 坪 倉   敏        ４番 中 山 法 貴 

５番 梅 林 智 子        ６番 金 川 守 仁 

７番 松 本 利 秋        ８番 安 達 幸 博 

９番 竹 永 明 文        10番 中 原 信 男 

       ─────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

       ─────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

       ─────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 ────────── 中 田 早 文  書記 ────────── 小 川 由美子 

書記 ────────── 浦 部 俊 一 

       ─────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 ────────── 﨏 田 淳 一  副町長 ───────── 音 田   守 

教育長 ───────── 生 田   求  総務課長 ──────── 景 山 政 之 

住民課長兼会計管理者 ── 荒 木 憲 男  企画政策課長 ────── 神 崎   猛 

健康福祉課長 ────── 住 田 秀 樹  産業振興課長 ────── 五百川 和 久 

建設水道課長 ────── 音 田 雄一郎  教育課長 ──────── 遠 藤 律 子 

代表監査委員 ────── 長谷部 正 人 

─────────────────────────────── 

午前１０時００分開会 

○議長（中原 信男君） おはようございます。ただいまの出席議員数は１０人であり、定足数に

達してますので、これより令和５年第５回日野町議会定例会を開会いたします。 

 本日は、長谷部正人代表監査委員に説明員として出席いただいております。 

 なお、中海テレビのテレビカメラによる撮影及び例規の確認のため、出席議員のタブレット端

末機の使用を許可をしております。 

 それでは、直ちに本日の会議を開きます。 
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 本日の議事日程は、お手元に配付いたしました日程のとおりであります。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（中原 信男君） 日程第１、会議署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、７番、松本利秋議員、８番、

安達幸博議員の２名を指名したいと思います。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第２ 会期の決定 

○議長（中原 信男君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日から９月２８日

までの２２日間にいたしたいと思います。これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から９月２８日

までの２２日間と決定いたしました。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第３ 諸般の報告 

○議長（中原 信男君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 最初に、陳情の付託報告を行います。 

 配付いたしております陳情１件を総務経済常任委員会に付託いたしました。 

 次に、本町の監査委員から、地方自治法第２３５条の２の規定による例月出納検査の結果につ

いて報告がありました。別紙写しを配付し、報告といたします。 

 次に、第４回定例会以後の議会関係について報告をいたします。 

 ６月２３日、日野病院組合議会臨時会が開催され、関係議員が出席いたしました。 

 ６月２６日、西部町村議会議長会総会が開催され、議長が出席しております。 

 ６月２９日、７月６日、１３日、２４日には、議会だより１３６号発行のため、議会広報常任

委員会を開催いたしました。 

 ７月２日、鳥取県消防ポンプ操法大会が米子市で開催され、議長、議員が出席いたしました。

なお、小型ポンプの部に出場した日野町消防団第１分団が見事優勝をいたしました。 

 ７月３日、鳥取県町村議会議長会定期総会に議長が出席いたしました。 

 ７月７日、伯耆町で開催された西部町村議会正副議長、局長合同研修会に議長、副議長が出席
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しました。 

 同日、総務経済常任委員会を開催し、農業委員会と意見交換を行いました。 

 ７月８日、金持テラスひので海鮮・山鮮夏のまげなもん祭が開催され、議長が出席しました。 

 ７月１２日、教育民生常任委員会を開催し、日野学園の視察及び学園長と意見交換をいたしま

した。 

 ７月２０日、鳥取県町村議会女性議員研修会が湯梨浜町で開催され、梅林議員が参加いたしま

した。 

 ７月２１日、庄原市で開催された地域高規格道路江府三次線建設促進期成会総会に議長、副議

長が出席しました。 

 ７月３１日、反核平和の火リレーが行われ、議長が出席しました。 

 ８月２日、総務経済常任委員会を開催いたしました。 

 ８月３日、西部広域行政管理組合議会運営委員会が開催され、議長が出席しました。 

 ８月７日、鳥取県町村議会広報研修会が三朝町で開催され、議会広報常任委員が出席いたしま

した。 

 ８月１０日、日野郡議員研修打合せが日南町で開催され、議長、副議長が参加しました。 

 ８月１４日、ひの郷会・ふるさと住民票夏の交流会が開催され、議長ほか議員が参加いたしま

した。 

 ８月１５日、日野町二十歳の集いが町文化センターで開催され、議長ほか議員が出席いたしま

した。 

 ８月１８日、西部広域行政管理組合議会臨時会が開催され、議長が出席しました。 

 同日、西部町村議会議長会連絡会に議長が出席しました。 

 ８月２１日、西部町村議会議長会主催の自治功労者表彰並びに議員研修会が伯耆町で開催され、

議長ほか議員が出席いたしました。 

 ８月２３日から２５日まで行われた西部町村議会議長会の行政調査に、議長が参加しておりま

す。 

 ８月２４日、日野町江府町日南町衛生施設組合議会定例会が開催され、関係議員が出席いたし

ました。 

 ８月２８日、日野病院組合議会定例会が開催され、議長ほか関係議員が出席いたしました。 

 ８月２９日、総務経済常任委員会を開催いたしました。 

 ８月３０日、本定例会開催のため、議会運営委員会を開催しております。 
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 以上であります。 

 続いて、一般行政報告を﨏田町長が行います。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） まず、冒頭に当たりまして、８月の上旬、江府町で大きな大火がござい

ました。心からお見舞い申し上げたいと思います。そして、８月１５日からの台風７号の大雨、

県の中・東部で大きな災害がございました。これにつきましても、心からお見舞い申し上げ、早

期の復旧がなされますようにお祈り申し上げたいと思います。 

 それでは、令和５年第４回議会定例会以降の一般行政報告をいたします。 

 ６月２３日に、令和５年第２回日野病院組合議会臨時会が招集されましたので、その内容を報

告いたします。 

 日野町議会議員の改選等に伴い、日野病院議会の正副議長として新たに日野町議会議員の中原

信男さん、副議長として日野町議会議員の松本利秋さんが選任されました。また、病院事業運営

調査特別委員会委員長には、江府町議会議員の川端雄勇さんが互選されました。 

 議案といたしましては、日野病院組合職員の退職手当に関する条例の一部改正、日野病院組合

議会の個人情報の保護に関する条例の制定について提案があり、いずれも原案のとおり可決され

ました。 

 ７月２日には、第６９回鳥取県消防ポンプ操法大会が、米子市内にございます鳥取県消防学校

において開催されました。この大会は、県内の各予選大会から勝ち上がった消防団が参加する大

会で、日野町消防団からは第１分団が小型ポンプ操法の部に出場され、見事優勝というすばらし

い結果を残されました。県大会における優勝は、平成２０年以来１５年ぶりの快挙とのことでご

ざいます。この場をお借りしましてお祝い申し上げますとともに、団員の皆様の日頃の訓練並び

に努力の積み重ねに対し、感謝と敬意を表したいと思います。なお、日野町消防団が優勝された

操法大会の優勝旗並びに表彰状は、現在、役場庁舎ロビーに展示しております。来庁された際に

は、ぜひ御覧いただきたいと思います。 

 ７月８日には、金持テラスひのにおいて、日野町、境港市交流事業、海鮮・山鮮夏のまげなも

ん祭を開催いたしました。オープニングセレモニーには、境港市の清水副市長様、町議会の中原

議長、特定非営利活動法人未来守りネットワークの奥森理事長にお越しいただき、御挨拶をいた

だきました。会場では、日野町産のスイートコーンをはじめとする夏野菜、境港市のカニ、サバ、

イワシなどの鮮魚や干物などの海産物の即売をはじめ、レンタルキッチンではチキンの煮込みカ

レー、境港産のサバと日野町産の海藻米を使用したサバ丼、日野町産のシイタケを使ったぶっか
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けうどんが販売されました。また、屋外では、キッチンカーの出店やカニ汁無料のサービスなど

も行われました。当日はあいにくの雨模様でございましたが、約５００人の方にお越しいただき、

町を大いに活気づけたイベントとなりました。 

 ７月２１日には、広島県庄原市において、令和５年度地域高規格道路江府三次線建設促進期成

会の総会が開催され、中原議長、松本副議長とともに出席しましたので、その概要を報告いたし

ます。 

 議案といたしましては、令和４年度事業報告及び収支決算、令和５年度運動方針及び負担金の

決定、収支予算、役員改選の５議案が提案され、原案のとおり承認されました。役員改選では、

本町から中原議長が幹事に互選されたところでございます。 

 江府三次線は、平成６年に地域高規格道路の計画路線に指定された江府町から広島県三次市を

結ぶ全長８６キロメートルで、これまで生山道路、高道路を開通し、現在、江府道路と鍵掛峠道

路の工事が進められております。今年度は、江府町武庫から日野町下菅の約９キロメートルの調

査区間の道路概略設計も実施されます。引き続き、全線の早期完成に向けて、鳥取、広島両県の

関係市町が一体となって積極的に促進を図る旨の決議がなされたところでございます。 

 ７月２５日には、鳥取市において、令和５年度鳥取県国民健康保険団体連合会通常総会が開催

され、出席しましたので、その概要を報告いたします。 

 議案といたしましては、令和４年度事業報告及び決算、令和５年度一般会計及び特別会計補正

予算など８議案が提案され、原案どおり承認されました。また、協議、報告事項では、アプリケ

ーションを通じた保険者及び住民の皆様への健康づくり、地域、職域連携の推進などが説明され、

今後の方向性が示されたところでございます。急速な高齢化の進展や医療費の増加など国保の運

営は多くの課題に直面しておりますが、町民皆様が健康で安心して暮らせるよう国保連との連携

を強化してまいりたいと思っております。 

 ８月１５日には、令和５年度日野町二十歳の集いを町文化センターで開催いたしました。本年

度、二十歳を迎えられる皆さんは２９名で、当日は１８名の出席がございました。議員の皆様を

はじめ、多くの来賓の皆様の御臨席を賜り、盛大に挙行することができました。今年度も中学校

時代にお世話になった恩師の先生方にお越しいただき、激励の言葉をいただいたり、中学生当時

の懐かしい写真の放映もございました。二十歳となられた皆様を代表して、２人の方から成人と

しての意見が述べられ、専門の資格を取得して日野町で働きたいとの思いを語られるなど、参加

者それぞれが希望を胸に、大人としての自覚を一層強く持たれたのではないかなと感じたところ

でございます。 
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 ８月１８日には、平井鳥取県知事を招いて伸びのびトークを開催しましたので、その概要を報

告いたします。 

 初めに、知事は、下榎にあります老人憩の家に到着され、百歳体操を視察されました。知事も

地域の方と一緒に体操され、和やかな時間を過ごされたところでございます。その後、旧黒坂小

学校に移動され、黒坂フェスタの会や連合自治会の方と地域の取組や移動販売について意見交換

し、終了したところでございます。地域の方にとっては、知事と直接言葉を交わされたことは今

後の活動の励みになりますし、知事におかれましても日野町の実情を知っていただき、今後の支

援等につながっていくものと期待するところでございます。 

 同日には、鳥取県西部広域行政管理組合議会臨時会が招集されましたので、その概要を報告い

たします。 

 議案としましては、専決処分された令和５年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計補正予算、

補正第７回及び鳥取県西部広域行政管理組合火災予防条例の一部を改正する条例、そして財産の

取得についての３議案が提案されました。補正予算につきましては、浄化槽の維持、補修及び消

防指令機器の保守に必要な経費の計上、条例は国の省令改正に伴い急速充電設備の位置や構造な

どについて所要の改正を行ったもの、また、財産の取得はポンプ自動車の取得について、いずれ

も原案のとおり可決されたところでございます。 

 ８月２４日には、令和５年第３回日野町江府町日南町衛生施設組合議会定例会が招集されまし

たので、その概要を報告いたします。 

 議案といたしましては、専決処分された組合一般職の職員の給与等に関する条例の一部改正、

令和４年度の決算認定、令和５年度の補正予算、監査委員の選任の４議案が提案され、原案のと

おり承認、認定及び可決されました。令和４年度の決算につきましては、歳入総額１億９，４４

４万５，０００円、歳出総額１億７，６３９万９，０００円で、その内容は適正に処理されてお

り、認定されたところでございます。令和５年度補正予算（第１号）は、歳入歳出それぞれ１，

２０４万６，０００円を増額して、総額を２億２，７１４万２，０００円とするもので、歳出の

主なものは、し尿処理施設清化園の給水配管修繕による増額のほか、前年度からの繰越金を予備

費に１，１８３万６，０００円を追加し、財源は繰越金１，２０４万６，０００円をもって充て

るものでございます。続いて、監査委員につきましては、江府町大字江尾の川端登志一さんが選

任されたところでございます。 

 ８月２８日には、令和５年第３回日野病院組合議会定例会が招集されましたので、その概要を

報告いたします。 
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 議案としましては、令和４年度日野病院組合事業会計等の決算の認定３件、日野病院組合病院

事業会計補正予算が提案され、いずれも原案のとおり認定、可決されました。令和４年度日野病

院組合各事業の決算につきましては、医業収益の増加等により１億４，６３３万８，０００円の

黒字となりました。これに伴い、病院事業、在宅介護支援事業及び診療所事業の累積剰余金は９

億４，００６万円となっております。また、現金の増減でございます単年度資金収支につきまし

ても、７，４９１万７，０００円の増加となりました。入院収益につきましては、県からの新型

コロナウイルス感染症に係る入院病床確保要請や、病棟におけるクラスター発生等により患者数

が減少し減収となった一方、外来収益は発熱患者の増により増収となりました。補正予算は、自

治体立優良病院総務大臣表彰受賞による、交付される人生１００年時代づくり・地方創生ソフト

事業交付金を活用し、超音波診断装置等を購入する器械備品購入費と、施設整備費として防災ア

ンプ取替え工事１，１８７万円が提案され、了解をいただいたところでございます。 

 ８月２９日には、日野郡３町長から鳥取県の足羽教育長へ中山間地域の高等学校の存続につい

ての要望書を提出し、日野高等学校の存続について要望いたしました。鳥取県の今後の県立高等

学校の在り方に関する基本方針の改革案を踏まえ、日野高等学校の入学者数減少に伴う学級減と

なる可能性がある中で、将来の地域社会を担う人材を育成する教育機関として、また持続可能な

日野郡を構築することにおいても、日野高等学校の存在は極めて重要な意義を有するものであり、

その存続のために魅力向上事業に取り組んでいる状況をお伝えしたところでございます。そして、

今後も日野高等学校の特色ある教育や地域連携教育の取組に県として重点的な支援をしていただ

き、分校化や再編は行わず、今ある地域に存続させていただくよう強く要望したところでござい

ます。 

 ９月１日には、鳥取県庁において、とっとり共生の森、森林保全・管理協定調印式を行いまし

た。このたび、株式会社ミヨシ産業様が、日野町下黒坂の鵜の池湖畔の町有林において森林保全

活動を開始されることとなり、鳥取県と日野町においてこの活動を支援することとし、同社、鳥

取県、本町の３者間で協定書に調印する運びとなったものでございます。 

 協定締結のきっかけでございますけれども、株式会社ミヨシ産業様は本町久住地区に社有林を

購入されたことを縁に、町内での森林保全活動を模索しておられました。このため、町では、同

社に鵜の池公園周辺の町有林における活動を提案したところ、とっとり共生の森への参画を決定

されたところでございます。今後、当該町有林において、株式会社ミヨシ産業様の御協力を得な

がら、下刈り、植栽等の森林の保全活動を実施するとともに、活動後には近隣の鵜の池公園キャ

ンプ場を社員研修やレクリエーションの場として活用していただく予定としております。 
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 以上が一般行政報告でございます。 

○議長（中原 信男君） 続いて、令和４年度日野町財政健全化判断比率について報告を受けます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） 財政健全化判断比率について御報告申し上げます。 

 お手元に配付いたしております令和４年度日野町財政健全化判断比率についてを御覧いただき

たいと思います。この報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に

基づき報告するものでございます。令和４年度の決算におきましても、実質公債費比率をはじめ

とする財政健全化判断比率の４指標について、健全であることを示す値となりました。今後もこ

れらの財政指標に気を配りながら、健全な事業計画、財政運営を進めてまいります。 

 審査の内容につきましては、総務課長から報告させますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中原 信男君） 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） それでは、令和４年度日野町財政健全化判断比率について御報告い

たします。 

 お手元の令和４年度日野町財政健全化判断比率についての下段の表、財政健全化判断比率の状

況を御覧いただきたいと思います。この表は、財政判断４指標について、早期健全化基準と令和

４年度決算における健全化判断比率を対比して表しているものでございます。４指標のうち実質

赤字比率、連結実質赤字比率につきましては、早期健全化基準、それぞれ１５％、２０％に対し

まして、いずれも実質収支が黒字となっておりますので、マイナスの率となり、表示なしとして

おります。 

 次の実質公債費比率は、早期健全化基準である２５％、起債の許可基準である１８％をいずれ

も下回り、単年度で８．５％、令和２年度から令和４年度までの３か年平均で６．９％となりま

した。これは、昨年度の６．０％から０．９％増の値となっております。 

 次に、将来負担比率でございますが、地方債残高や退職手当負担見込額など将来負担額に対し、

基金などの充当可能財源が上回っており、判断比率としては表示なしとなっております。 

 以上、４つの指標につきまして、いずれもが健全な財政水準であることを示すものでございま

す。 

 説明は以上でございます。 

○議長（中原 信男君） 以上で、諸般の報告を終わります。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第４ 議案第５４号 から 日程第１０ 議案第６０号 
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○議長（中原 信男君） 次の、日程第４、議案第５４号、日野町特別医療費助成条例の一部改正

についてから、日程第１０、議案第６０号、令和５年度日野町簡易水道特別会計補正予算（第２

号）までを一括議題といたしたいと思います。一括議題とすることに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議がないようですので、一括議題とし、順次説明を求めます。 

 最初に、日程第４、議案第５４号、日野町特別医療費助成条例の一部改正について、提出者の

説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第５４号、日野町特別医療費助成条例の一

部改正について御説明申し上げます。 

 これは、鳥取県特別医療費助成条例の一部改正に伴い、所要の改正を行うものでございます。

日野町では、昨年７月から独自の日野町子育て支援医療費助成制度により１８歳までの小児医療

費を無償化しておりますが、このたびの県の条例改正により県下一律の制度となるものでござい

ます。 

 詳細につきましては、健康福祉課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお

願いいたします。 

○議長（中原 信男君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 議案第５４号、日野町特別医療費助成条例の一部改正について

説明いたします。 

 議案書の２ページ、概要書を御覧ください。これは、鳥取県が実施する特別医療費助成制度に

おいて、１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある者に対し医療費を無償化する

ため、日野町特別医療費助成条例の一部改正を行うものです。 

 改正の目的は、小児の医療費を助成することで健康の保持及び生活の安定を図り、もってその

福祉の増進を図るもので、改正内容は、小児医療費のうち医療保険を除く被保険者負担分につい

て町が助成したものに対し、県がその助成額の２分の１を補助することにより、小児医療費を無

償化するものです。これにより、令和４年７月１日から実施している日野町子育て支援医療費助

成制度は、令和６年３月３１日付で廃止する予定としております。その下の表は参考として御覧

ください。 

 最後に附則です。施行期日は令和６年４月１日からとしております。経過措置として、改正後

の日野町特別医療費助成条例の規定は、この条例の施行の日以後に受ける医療に係る助成につい
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て適用し、同日前に受けた医療費の助成については、なお従前の例によることといたします。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 次に、日程第５、議案第５５号、日野町過疎地域持続的発展計画の変更

について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第５５号、日野町過疎地域持続的発展計画

の変更について御説明申し上げます。 

 これは、日野町過疎地域持続的発展計画に本年度過疎対策事業債の充当が予定されている事業

を追加し、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、企画政策課長に説明させますので、御審議いただきますようよろしくお

願いいたします。 

○議長（中原 信男君） 神崎企画政策課長。 

○企画政策課長（神崎  猛君） 議案第５５号、日野町過疎地域持続的発展計画の変更について、

について説明いたします。 

 議案書の２ページ、概要書を御覧いただけますでしょうか。日野町過疎地域持続的発展計画を

変更するため、法の規定により議会の議決を求めるといったものでございます。 

 背景ですが、日野町のスポーツ施設なんですけれども、全般的に不足ぎみということで、老朽

化したテニスコートなどを計画的に整備、旧黒坂小と旧日野中の体育館も社会体育施設として規

定し有効活用し、スポーツの活動に取り組むといった内容でございます。 

 特に野田地区のテニスコートは平成１６年度に設置してから１８年以上が経過しておりまして、

オムニコートの耐用年数、これは７から１０年とされておりますので、現在は部分的に人工芝が

摩耗している箇所が複数ございます。早急に修繕して危険な状態を解消し、利用者がけがなどな

いように安全かつ快適に利用できる環境を整備するものでございます。 

 また、概要には書いておりませんけれども、学校施設のほう少し駐車場が手狭でございます。

今年度、給食センターを解体いたしますので、空き地になった部分を駐車場として整備する予定

ですので、そちらのほうも過疎計画のほうに加えてございます。 

 詳細な計画については、次ページの新旧対照表を御覧いただきたいと思います。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 次に、日程第６、議案第５６号、令和５年度日野町一般会計補正予算（第

４号）について、提出者の説明を求めます。 
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 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第５６号、令和５年度日野町一般会計補正

予算（第４号）について御説明申し上げます。議案書を御覧いただきたいと思います。 

 この補正予算は、歳入歳出それぞれ２億４，０２６万４，０００円を追加し、予算総額を３８

億９，２６２万７，０００円とするものでございます。補正額等は、２ページから４ページ、第

１表、歳入歳出予算補正を御覧いただきたいと思います。 

 次に、５ページ、第２表、債務負担行為を御覧ください。日野町立学校給食センター調理業務

等委託について、期間を令和６年度から令和８年度まで、限度額を５，４１０万円とするもので

ございます。 

 次に、６ページ、第３表、地方債補正を御覧ください。新たに災害復旧事業債を追加し、その

限度額を２３０万円とし、変更としましては、過疎対策事業債の限度額を１億４１０万円増額し

２億１，２２０万円とし、臨時財政対策債の限度額を４，０６６万５，０００円減額し９３３万

５，０００円とし、合計の限度額を２億６，４７３万５，０００円とするものでございます。 

 このたびの補正予算では、歳出の主なものとしましては、ウクライナ情勢及び世界的な飼料作

物等の価格高騰により経営が圧迫してる酪農農家、繁殖和牛農家への支援に１５６万３，０００

円、マイナンバーカードの運用に係るシステム改修及び専用プリンター購入に係る費用に８９７

万６，０００円を計上しております。また、この冬の雪への対応といたしまして、除雪ドーザー

のリース追加、監視カメラの設置、危険木等の事前伐採などの費用に７２５万２，０００円。教

育関係としましては、日野学園敷地内の旧給食センター及びスクールバス車庫を解体し、駐車場

を整備する費用に６，２４０万円、野田にある町民テニスコートの改修に係る費用に３，２０４

万７，０００円などを計上しております。８月の台風７号の影響としましては、災害を受けた農

地及び農業施設の災害復旧として５２０万２，０００円を計上しております。そのほかには、年

次的に行っております役場庁舎ＬＥＤ照明取替え工事に３２７万８，０００円、ひのっこ保育所

厨房機器の更新費用に４００万６，０００円などを計上しております。 

 歳入の主なものとしましては、普通交付税額の確定により増額となった地方交付税１億６，０

２３万円、国庫支出金は社会保障・税番号制度システム整備費補助金に７９９万６，０００円な

ど、町債は、過疎対策事業債が１億４１０万円の増額、臨時財政対策債が４，０６６万５，００

０円の減額など、前年度歳計剰余金繰越金が１億８，１９０万４，０００円などを計上しており

ます。 

 詳細につきましては、担当課長から説明させますので、御審議いただきますようよろしくお願
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いいたします。 

○議長（中原 信男君） 景山総務課長。 

○総務課長（景山 政之君） 議案第５６号、令和５年度日野町一般会計補正予算（第４号）につ

いて御説明いたします。 

 ７ページから８ページの歳入歳出補正予算事項別明細書は、御覧をいただきたいと思います。 

 ９ページ、歳入について御説明いたします。 

 地方特例交付金は、令和５年度の額が確定したことにより５万円の減額です。 

 地方交付税は、令和５年度の普通交付税の額が確定したことにより１億６，０２３万円の増額

です。 

 国庫支出金、国庫負担金、民生費負担金は、低所得者介護保険料軽減負担金の過年度の額の確

定により２０万３，０００円の増額です。国庫補助金、総務費補助金は８９７万４，０００円の

増額で、個人番号カード交付事業費補助金は、マイナンバーカード券面事項変更用の専用プリン

ターを購入する費用の補助金として９７万８，０００円、社会保障・税番号制度システム整備費

補助金は、マイナンバーカードへの氏名のローマ字表記等に係るシステム改修に係る費用の補助

金として７９９万６，０００円の増額です。民生費補助金は、生活保護システムのシステム改修

に係る費用の補助金として、生活困窮者就労準備支援事業費等補助金が５４万７，０００円の増

額です。 

 県支出金、県負担金、民生費負担金は１０万１，０００円の増額で、低所得者介護保険料軽減

負担金の過年度の額の確定によるものです。 

 １０ページ、県補助金、総務費補助金は、１５０万円の増額です。危険木等事前伐採推進事業

補助金は、金持地内にある町道野谷線沿いの杉などの立木を冬季の倒木に備え事前伐採する費用

の補助金として５０万円、みんなで支え合う中山間地域づくり総合支援事業費補助金は、高尾・

金持・後谷自治会が実施する、人口減少下でも住み慣れた地域で安心して暮らし続けることので

きるよう、集落を越えた住民主体による地域の暮らしを守るための仕組みづくりの補助金として

１００万円の増額です。民生費補助金は２８万５，０００円の増額で、障害者グループホーム夜

間世話人配置費補助金に４万５，０００円、生活困窮世帯に対する光熱費助成事業費補助金は、

生活困窮世帯に光熱費の一部を支給する費用として２４万円の増額です。農林水産業費補助金は

１６４万９，０００円の増額で、しっかり守る農林基盤交付金は８月の台風７号で影響のあった

農地の復旧に係るもので８０万円の増額、鳥取県鳥獣被害防止総合対策交付金はワイヤメッシュ

柵の設置への補助金として８４万９，０００円の増額です。商工費補助金は、鳥取県防犯機能付
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電話機等購入補助金として防犯機能付電話機の購入補助金１０万円を計上しております。 

 財産収入、財産売払い収入、不動産売払い収入は、１３３万円の増額です。町営住宅等売却条

例に基づき黒坂団地１棟の払下げ申請がありましたので、土地及び建物の売却収入を計上してお

ります。 

 繰入金、基金繰入金、財政調整基金繰入金は、１億８，７２６万１，０００円の減額です。森

林整備基金繰入金は、鳥取日野森林組合が購入する高性能林業機械の導入支援の財源として７８

万８，０００円の増額です。 

 １１ページ、諸収入、雑入、雑入は、４２２万９，０００円の増額です。危険木等事前伐採事

業者負担金は町が実施する事業の電力事業者負担金として１００万円、建物災害共済金は葬仙金

持テラスひのホール、玄関固定式テント取替えに係る費用として１４９万７，０００円、令和５

年３月末をもって金持テラスひのから撤退した株式会社葡萄家への金持テラスひの店舗誘致事業

補助金返還金として１７３万２，０００円を計上しております。 

 町債、町債、総務債は、臨時財政対策債が４，０６６万５，０００円の減額です。衛生費は、

３町衛生施設組合清化園の施設修繕として１７０万円、くぬぎの森施設修繕として８７０万円を

計上しています。教育債は、日野学園の敷地内にある旧給食センター及びスクールバス車庫を解

体し、駐車場を整備する費用に６，２４０万円、野田にある町民テニスコートを改修する費用と

して３，１３０万円を計上しております。災害復旧債は、８月の台風７号で影響があった農道の

復旧費として２３０万円を計上しています。 

 繰越金は、前年度歳計剰余金繰越金１億８，１９０万４，０００円を計上しております。 

 次に、１２ページ、歳出について御説明いたします。 

 議会費、議会費、議会費は、議員の改選により期末手当の期間率調整が行われたため、職員手

当等が３２万７，０００円の増額です。 

 総務費、総務管理費、一般管理費は、職員手当等が台風及び災害対応などの時間外勤務手当と

して１５０万円の増額です。財産管理費は、工事請負費が役場庁舎に係るＬＥＤ照明取替え工事

として３２７万８，０００円の増額です。企画費は、４１２万８，０００円の増額です。需用費

は、金持テラスひののエアコン室外機の故障、葬仙金持テラスひのホール、玄関固定式テントの

破損、ケーブルテレビ番組のインターネット配信制御用サーバーの交換として修繕料が２５９万

８，０００円の増額です。使用料及び賃借料は、お試し住宅の給湯機器更新による増額分として

３万円の増額。負担金、補助及び交付金は、みんなで支え合う中山間地域づくり総合支援事業と

して高尾・金持・後谷自治会が実施する、人口減少下でも住み慣れた地域で安心して暮らし続け
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ることができるよう、集落を越えた住民主体による地域の暮らしを守るための仕組みづくりへの

補助金として１５０万円の増額です。交通安全対策費は、５万４，０００円の増額です。需用費

及び備品購入費は、交通安全指導員の活動服等を更新するものです。財政調整基金は、７，５２

３万９，０００円の増額です。前年度歳計剰余金繰越金や地方交付税の増額により、将来の起債

償還の際の財源不足に備える減債基金への積立金です。防災諸費は、２３０万６，０００円の増

額です。役務費は、現在購入を進めているドローンの操作に係る報酬費用及び保険料などで３０

万６，０００円の増額。委託料は、令和４年１２月、令和５年１月の大雪により町道野谷線沿い

の電柱等に多くの倒木が発生し、金持地区簡易水道施設が停電するなどの影響があったため、危

険木等を事前伐採する費用として２００万円を計上しております。 

 １３ページ、徴税費、賦課徴税費は、役務費が今年度から始まった町税等のコンビニエンスス

トアでの収納件数が当初見込みから増加したことにより、手数料を１３万６，０００円の増額で

す。 

 戸籍住民基本台帳費は、９０１万３，０００円の増額です。役務費は、今年度から始まったコ

ンビニエンスストアでの住民票などの交付件数が当初見込みより増加したことから、手数料を３

万７，０００円の増額、委託料は、マイナンバーカードへの氏名の振り仮名記載等に係る住基シ

ステムの改修費として７９９万７，０００円の増額、備品購入費は、マイナンバーカード券面の

変更事項記載用プリンターを購入する費用に９７万９，０００円を計上しております。 

 次の民生費からは、健康福祉課長が説明いたします。 

○議長（中原 信男君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 引き続き、１３ページ下段、民生費、社会福祉費、社会福祉総

務費は、５６５万４，０００円の増額です。負担金、補助及び交付金は、障害者グループホーム

夜間世話人等配置に係る補助金として９万２，０００円、生活困窮世帯に対する光熱水費助成事

業に係る交付金として４８万円を計上しております。 

 なお、この生活困窮世帯に対する光熱水費助成事業につきましては、国が同類の事業を検討中

であり、鳥取県が９月補正への上程を急遽取り下げました。これに伴い、県の方針が決定するま

でこの事業の執行は保留といたす予定としております。 

 償還金、利子及び割引料は、障害者総合支援事業等の前年度精算に伴う国庫及び県費の返還金

で５０７万３，０００円の増額です。繰出金は、介護保険特別会計への繰出金を９，０００円増

額するものです。老人福祉費は３０万円の増額で、負担金、補助及び交付金は、高齢者への補聴

器購入費の助成として１人最大３万円を助成する費用に３０万円を計上しています。 
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 １４ページにかけて、児童福祉費、児童福祉総務費は、４９６万８，０００円の増額です。報

酬は、保育所内科健診に係る報酬として２４万５，０００円の増額、委託料は２４万５，０００

円の減額で、委託料から報酬への科目変更をするものです。工事請負費は、保育所厨房のパスス

ルー冷蔵庫及び食器消毒保管庫更新に係る費用として４００万６，０００円の増額、償還金、利

子及び割引料は、子育て世帯生活支援特別給付金の前年度精算に伴う国庫返還金として９６万２，

０００円を計上しております。児童措置費は３万９，０００円の増額で、償還金、利子及び割引

料は、児童手当交付金の前年度精算に伴う国庫返還金です。母子福祉費は７８万円の増額で、償

還金、利子及び割引料は、児童入所施設措置等負担金等の前年度精算に係る国、県補助金等の返

還金です。 

 生活保護費、生活保護総務費は、１，９１３万８，０００円の増額です。委託料は、生活保護

システム改修に係る電算処理委託料として１０９万５，０００円、償還金、利子及び割引料は、

生活保護事業費の前年度精算に伴う国庫負担金の返還金として１，８０４万３，０００円を計上

しております。 

 衛生費、保健衛生費、保健衛生総務費は、簡易水道特別会計への繰出金として１８３万８，０

００円の増額です。予防費は、１６万９，０００円の増額です。役務費は、乳幼児健康診査や乳

幼児訪問時に使用する特定計量器の検査手数料として８，０００円、償還金、利子及び割引料は、

未熟児養育医療費等の前年度精算に伴う国庫返還金として１６万１，０００円を計上しています。 

 １５ページ、保健事業費は１４万３，０００円の増額で、償還金、利子及び割引料は、健康増

進事業費の前年度精算による県費返還金です。環境衛生費は、３町衛生施設組合負担金の中で、

し尿処理施設清化園の施設修繕に地方債を充当するための財源振替です。 

 清掃費、じんかい処理費は、３町衛生施設組合負担金の中で、焼却場、くぬぎの森の施設修繕

に地方債を充当するための財源振替です。 

 次の農林水産業費からは、産業振興課長が説明いたします。 

○議長（中原 信男君） 五百川産業振興課長。 

○産業振興課長（五百川和久君） 農林水産業費、農業費、農業振興費は、鳥獣被害総合対策事業

として諏訪地区が侵入防止対策のワイヤメッシュ柵を敷設するための原材料費として、８５万円

の増額です。畜産業費は、飼料費高騰などにより経営を圧迫している酪農農家及び繁殖和牛農家

支援に係る補助金として、負担金、補助及び交付金が１５６万３，０００円の増額です。農地費

は、８月の台風７号、豪雨の影響により農地及び農業施設に災害が発生したため、その復旧に係

る費用として、負担金、補助及び交付金が１６０万２，０００円の増額です。 
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 １６ページにかけて、林業費、林業振興費は、鳥取日野森林組合が購入する高性能林業機械の

導入支援を行う費用として、負担金、補助及び交付金が７８万８，０００円の増額です。 

 商工費、商工費、商工総務費は、高齢者の振り込め詐欺などの被害を未然に防止するために、

新たに防犯機能付電話機を購入する者へ１台当たり１万円の助成を行う費用として、負担金、補

助及び交付金を１０万円計上しています。観光費は２４万７，０００円の増額です。報償費は、

オシドリ観察小屋フォトコンテスト審査員に係る報償金、入賞者への記念品費として８万６，０

００円、需用費は、フォトコンテストに係る作品展示用の額などの消耗品費や、オシドリ生態解

説用パネル作製に係る費用として１３万５，０００円、役務費は入賞者記念品発送に係る費用と

して２万６，０００円を計上しています。 

 次の土木費からは、建設水道課長が説明いたします。 

○議長（中原 信男君） 音田建設水道課長。 

○建設水道課長（音田雄一郎君） １７ページにかけて、土木費、道路橋梁費、道路維持費は、４

５７万円の増額です。報酬、職員手当等、共済費及び旅費は、町道等維持管理作業員の採用がな

かったことから５か月分の減額、報償費は、町道維持短期作業員や大雪などによる倒木処理等を

行う作業員に係る報償金として４５万２，０００円の増額、需用費は、４トントラックのスタッ

ドレスタイヤ交換、４トントラック及び８トンドーザーの修繕に係る費用として１１３万円の増

額、役務費は追加車両の保険料など６万５，０００円の増額、使用料及び賃借料は、除雪用ドー

ザー２台の追加リース費用及び降雪状況を把握するための監視用カメラ３台のリース費用で２１

０万１，０００円の増額、工事請負費は、除雪時に支障となる町道路面の修繕工事費などで１７

６万円を計上しています。住宅費、住宅管理費は２０１万７，０００円の増額です。需用費は、

町営住宅給湯器の修繕などに４０万円、委託料は、町営住宅の払下げ申込みが１件ありましたの

で、当該団地の土地分筆測量費として１６１万７，０００円を計上しています。 

 次の教育費からは、教育課長が説明いたします。 

○議長（中原 信男君） 遠藤教育課長。 

○教育課長（遠藤 律子君） １７ページ下段を御覧ください。教育費、教育総務費、事務局費は、

６，２５０万６，０００円の増額です。需用費は、パソコンの修繕料として２万２，０００円、

工事請負費は、日野学園の開校に伴い、旧給食センター、スクールバス車庫を解体し、駐車場を

拡張する工事に６，２４０万円、負担金、補助及び交付金は、鳥取県教育施設整備期成会への負

担金、特別支援学校児童生徒就学支援の給食費、教材費補助金として８万４，０００円を計上し

ています。社会教育費、社会教育総務費は、５万４，０００円の増額です。役務費は子ども教室
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用携帯電話料の増額分として２万円、備品購入費は子ども教室活動用プリンター購入費として３

万４，０００円を計上しています。 

 １８ページ、公民館費は、町公民館のエレベーターかごと開閉装置修繕に係る費用として、需

用費が２３万７，０００円の増額です。文化財保護費は、８２万３，０００円の増額です。報酬、

職員手当等、共済費、旅費は、令和５年７月に認定された日野町文化財保存活用地域計画を進め

ていくため、文化財保存活用計画推進員の人件費として７６万６，０００円、需用費及び役務費

は、歴史民俗資料館消火器薬剤充填に係る費用として５万７，０００円を計上しています。保健

体育費、学校給食費は、給食センター渡り廊下修繕料として、需用費が２０万６，０００円の増

額です。体育総務費は、３，２０９万１，０００円の増額です。需用費は、黒坂町民テニスコー

トのトイレ、ドアガラス等の修繕料として４万４，０００円の増額、工事請負費は、野田町民テ

ニスコートの砂入り人工芝が経年劣化により破れや摩耗しており、全面張り替え、テニスポスト

取替え、トイレ洋式化、防球フェンス設置等の改修に係る費用として３，１３３万５，０００円、

備品購入費は、ソフトテニスネット、審判台、コートブラシの購入費用として７１万２，０００

円を計上しています。 

 災害復旧費、農林水産業施設災害復旧費は３６０万円の増額です。委託料は、災害復旧に係る

測量設計に係る委託料として８０万円、工事請負費は、三栗地区農道の土砂撤去及び小原地区農

道の路肩崩壊に係る災害復旧費として２８０万円を計上しております。 

 以上が、一般会計補正予算（第４号）の提案説明でございます。 

○議長（中原 信男君） 次に、日程第７、議案第５７号、令和５年度日野町国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第５７号、令和５年度日野町国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）について御説明申し上げます。 

 議案書を御覧ください。この補正予算は、歳入歳出それぞれ１万７，０００円を追加し、予算

総額を４億３３３万４，０００円とするものでございます。補正額等は、２ページ、第１表、歳

入歳出予算補正を御覧いただきたいと思います。 

 詳細につきましては、健康福祉課長に説明をさせますので、御審議いただきますようよろしく

お願いいたします。 

○議長（中原 信男君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 議案第５７号、令和５年度日野町国民健康保険特別会計補正予
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算（第１号）について説明いたします。議案書の３ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書は御

覧いただきたいと思います。 

 ４ページ、歳入です。国庫支出金、国庫補助金、社会保障・枝番号制度システム整備費補助金

は、マイナンバーカードと健康保険証の一体化を周知するためのリーフレット印刷に係る補助金

として１万６，０００円を増額、繰入金、基金繰入金は、前年度歳計剰余金繰越金の計上に伴い、

財政調整基金繰入金７８３万４，０００円を減額、繰越金は前年度歳計剰余金繰越金７８３万５，

０００円を計上するものです。 

 続いて、歳出です。総務費、総務管理費、一般管理費は、マイナンバーカードと健康保険証一

体化の周知をするためのリーフレット作成に係る印刷製本費、１万７，０００円の増額です。 

 説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 次に、日程第８、議案第５８号、令和５年度日野町介護保険特別会計補

正予算（第１号）について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第５８号、令和５年度日野町介護保険特別

会計補正予算（第１号）について御説明申し上げます。 

 議案書を御覧ください。この補正予算は、歳入歳出それぞれ４，４０６万３，０００円を追加

し、予算総額を７億１，６１８万２，０００円とするものでございます。補正額等は、２ページ、

第１表、歳入歳出予算補正を御覧いただきたいと思います。 

 詳細につきましては、健康福祉課長に説明をさせますので、御審議いただきますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 住田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（住田 秀樹君） 議案第５８号、令和５年度日野町介護保険特別会計補正予算（第

１号）について御説明いたします。議案書の３ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書は御覧い

ただきたいと思います。 

 ４ページ、歳入です。国庫支出金、国庫補助金、地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意

事業）は８９万５，０００円の増額で、会計年度任用職員共済費の増額に伴い１万９，０００円、

前年度精算等により８７万６，０００円を計上。支払い基金交付金、地域支援事業支援交付金は

３，０００円の増額で、前年度精算等によるものです。 

 県支出金、県補助金、地域支援事業交付金（包括支援事業・任意事業）は４４万２，０００円

の増額で、会計年度任用職員共済費の増額に伴い１万円、前年度精算等により４３万２，０００
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円を計上。 

 繰入金、一般会計繰入金、地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任意事業）は９，０００円

の増額で、会計年度任用職員共済費の増額に伴い計上するものです。繰入金、基金繰入金、介護

給付費準備基金繰入金は、前年度歳計剰余金繰越金の計上に伴い、介護給付費準備基金繰入金１，

１５１万２，０００円を減額、５ページ、繰越金は、前年度歳計剰余金繰越金として５，４２２

万６，０００円を計上するものです。 

 続きまして、６ページ、歳出です。保険給付費、施設介護サービス給付費は、介護給付費準備

基金繰入金の減額に係る財源振替です。 

 地域支援事業費、包括的支援事業・任意事業費、認知症総合支援事業費は４万９，０００円の

増額で、会計年度任用職員の共済費の増額によるものです。 

 諸支出金、償還金は１，６６８万円の増額で、前年度事業の精算に伴う国、県、支払い基金へ

の返還金の計上です。 

 基金積立金は、介護給付費準備基金積立金２，７３３万４，０００円を計上するものです。説

明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 次に、日程第９、議案第５９号、令和５年度日野町後期高齢者医療保険

特別会計補正予算（第１号）について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第５９号、令和５年度日野町後期高齢者医

療保険特別会計補正予算（第１号）について御説明申し上げます。 

 議案書を御覧ください。この補正予算は、歳入歳出それぞれ１２万５，０００円を追加し、予

算総額を５，７８５万６，０００円とするものでございます。補正額等は、２ページ、第１表、

歳入歳出予算補正を御覧いただきたいと思います。 

 補正予算の内容は、前年度歳計剰余金繰越金１２万５，０００円が生じましたので、この金額

を後期高齢者医療広域連合の納付金として計上するものでございます。御審議いただきますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 次に、日程第１０、議案第６０号、令和５年度日野町簡易水道特別会計

補正予算（第２号）について、提出者の説明を求めます。 

 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第６０号、令和５年度日野町簡易水道特別

会計補正予算（第２号）につきまして御説明申し上げます。 
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 議案書を御覧ください。この補正予算は、歳入歳出それぞれ１８３万８，０００円を追加し、

予算総額を１億１３０万円とするものでございます。補正額等は、２ページ、第１表、歳入歳出

予算補正を御覧いただきたいと思います。 

 詳細につきましては、建設水道課長から説明させますので、御審議いただきますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 音田建設水道課長。 

○建設水道課長（音田雄一郎君） 議案第６０号、令和５年度日野町簡易水道特別会計補正予算（第

２号）を御説明いたします。議案書の３ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書は御覧ください。 

 続きまして、４ページ、歳入であります。繰入金、一般会計繰入金を１８３万８，０００円を

増額するものです。 

 続きまして、歳出であります。総務費、管理費、総務管理費は９，０００円の増額です。負担

金、補助及び交付金は、鳥取県簡易水道協会の会則改定に伴い、負担金を９，０００円増額とす

るものです。給水管理費、一般管理費は１８２万９，０００円の増額です。委託料は、黒坂地区

の漏水調査費２３万１，０００円、工事請負費は、根雨・金持地区水道施設の滅菌器更新費用と

して１３７万５，０００円、負担金、補助及び交付金は、飲料水供給施設の管理を行っている津

地地区へ、機器更新費用として施設整備費補助金交付要綱に基づき、補助金２２万３，０００円

を交付するため増額とするものです。説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） ここでお諮りいたします。議案第５４号から議案第６０号までの提案説

明が終わりましたが、質疑、討論、採決は後日に行うこととし、留保いたしたいと思います。こ

れに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議なしと認めます。よって、議案第５４号から議案第６０号までの質

疑、討論、採決は留保することに決定をいたしました。 

─────────────・───・───────────── 

  日程第１１ 議案第６１号 から 日程第１７ 議案第６７号 

○議長（中原 信男君） 次の日程第１１、議案第６１号、令和４年度日野町一般会計歳入歳出決

算認定についてから、日程第１７、議案第６７号、令和４年度日野町農業集落排水事業特別会計

歳入歳出決算認定についてまでを一括議題といたしたいと思います。これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議がないようですので、一括議題とし、提出者の説明を求めます。 
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 﨏田町長。 

○町長（﨏田 淳一君） ただいま上程されました議案第６１号、令和４年度日野町一般会計歳入

歳出決算認定につきまして御説明申し上げます。 

 議案書を御覧いただきたいと思います。これは、地方自治法第２３３条第３項の規定により、

令和４年度日野町一般会計の歳入歳出決算について別冊のとおり監査委員の審査を受けたので、

その意見をつけて本議会の認定に付するものでございます。 

 以下同様に、議案第６２号、令和４年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て、議案第６３号、令和４年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、議案第６４

号、令和４年度日野町後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算認定について、議案第６５号、

令和４年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について、議案第６６号、令和４年度日野

町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、議案第６７号、令和４年度日野町農業集

落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、本

議会の認定に付するものでございます。 

 なお、決算の概要等につきましては、会計管理者に説明させますので、認定いただきますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中原 信男君） 荒木会計管理者。 

○住民課長兼会計管理者（荒木 憲男君） 議案第６１号から議案第６７号までの７会計、令和４

年度決算の状況について説明いたします。７会計の決算概要をお手元にお配りしました表、令和

４年度日野町歳入歳出決算状況にまとめておりますので、それにより説明させていただきます。

表を御覧ください。 

 最初に、一般会計です。歳入について説明いたします。収入済額は４８億４，５９６万４，８

６４円で、調定額と比較した収納率は９８．４６％です。収入額のうち約８６％は地方交付税を

はじめとする依存財源が占め、町税などの自主財源は全体の約１４％となっております。収入未

済額ですが、７，５７０万３，５３６円で、前年度より２７３万３，５００円の減額です。 

 お手元の資料にありませんが、主な未済額の内訳は、町税では町民税が８５万３，１５８円で、

前年度より４５万８，４３８円の増額です。固定資産税は１，２９４万５，６４０円で、前年度

より３０万６，５００円の増額です。次に、使用料は、住宅使用料が２８８万３，０１３円で、

前年度より５万７８０円の減額となっております。諸収入の貸付金元利収入は５，８８４万１，

７２５円で、前年度より３６２万７，６５８円の減額となっています。そのほか、生活保護費返

還金８万６，０００円、除雪機運転手育成事業補助金９万４，０００円となっております。 
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 続いて、歳出について説明いたします。支出済額は４６億５，０５１万７，３６６円、翌年度

繰越額は８，７０１万円で、予算に対する執行率は９４．０１％です。主な支出としましては、

義務教育学校建設事業、生活交通確保対策事業、日野町くらし応援商品券事業、地籍調査事業、

障害者総合支援、日野病院組合負担金、西部広域３町衛生施設組合負担金、起債約定償還などが

上げられます。翌年度に繰り越した事業は、林業再生事業、橋梁修繕事業などが上げられます。 

 収入総額４８億４，５９６万４，８６４円から歳出総額４６億５，０５１万７，３６６円を引

いた差引き額は１億９，５４４万７，４９８円です。翌年度へ繰り越すべき財源が１，３５４万

３，０００円ですので、実質収支額は１億８，１９０万４，４９８円となっております。 

 続きまして、国民健康保険特別会計について説明いたします。歳入は、調定額が３億７，９９

４万２，１８４円、収入済額は３億５，９３９万９，０３０円で、収納率は９４．５９％です。

収入未済額は１，９７４万５，３６４円で、昨年より１４０万６，１１０円の減額となっており

ます。歳出は、予算現額４億２，０４８万８，０００円に対し、給付費など支出済額合計は３億

５，１５６万３，０３１円で、予算に対する執行率は８３．６１％です。歳入歳出差引き残額は

７８３万５，９９９円となり、翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、実質収支も同額で

す。 

 続いて、介護保険特別会計について説明します。歳入は、調定額６億１，９９７万１，１１４

円、収入済額は６億１，９９０万４，０１４円で、収納率は９９．９９％で、収入未済額は６万

７，１００円となっています。歳出は、予算現額６億９，１７１万円に対し、給付費など支出済

額５億６，５６７万７，０６０円で、予算執行率は８１．７８％です。歳入歳出差引き残額は５，

４２２万６，９５４円となっており、翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、実質収支額

も同額です。 

 次に、後期高齢者医療保険特別会計について説明いたします。歳入は、調定額５，６８３万６，

２９７円に対し、収入済額は５，６７６万１，２９７円、収納率は９９．８７％で、収入未済額

は７万５，０００円となっています。歳出は、予算現額５，８６１万８，０００円に対し、広域

連合納付金など支出済額５，６６３万７，０９７円で、予算執行率は９６．６２％です。歳入歳

出差引き残額は１２万４，２００円となっており、翌年度へ繰り越すべき財源はありませんので、

実質収支額も同額です。 

 続いて、簡易水道特別会計についてです。歳入は、調定額７，７３２万７，３２７円に対し、

収入済額７，６９１万８，６７７円で、収納率は９９．４７％です。給水料の収入未済額は４０

万８，６５０円で、昨年より２万４，３３０円の減額となっています。歳出は、予算現額８，０
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１３万円に対し、公債費、維持管理費などの支出済額は７，６９０万４，６７７円、翌年度繰越

額が１７１万４，０００円で、予算執行率は９８．０７％です。歳入不足額は一般会計から繰り

入れし、歳入歳出差引き額は１万４，０００円で、翌年度へ繰り越すべき財源が１万４，０００

円ですので、実質収支はゼロ円です。 

 次に、公共下水道事業特別会計についてです。歳入は、調定額９，４７５万３，４１０円に対

し、収入済額９，４６６万４７０円で、収納率は９９．９０％です。使用料の収入未済額は９万

２，９４０円で、昨年より３万６，１９０円の減額となっております。歳出は、予算現額９，７

１６万８，０００円に対し、公債費、維持管理費などの支出済額は９，４６０万３，４７０円、

翌年度繰越額は８５万７，０００円で、予算執行率は９８．２３％です。歳入不足額は一般会計

から繰り入れし、歳入歳出差引き額は５万７，０００円で、翌年度へ繰り越すべき財源が５万７，

０００円ですので、実質収支はゼロ円です。 

 最後に、農業集落排水事業特別会計についてです。歳入は、調定額４，４０８万５，２３１円

に対し、収入済額４，４０３万５，３７１円で、収納率は９９．８９％となっております。使用

料の収入未済額は４万９，８６０円で、昨年と同額となっております。歳出は、予算現額４，７

６６万５，０００円に対し、公債費、維持管理費など支出済額は４，３９７万８，３７１円で、

予算執行率は９３．９５％です。歳入不足額は一般会計から繰り入れし、歳入歳出差引き額は５

万７，０００円で、翌年度へ繰り越すべき財源が５万７，０００円ですので、実質収支はゼロ円

です。 

 議案第６１号から議案第６７号までの概要説明は以上です。 

○議長（中原 信男君） 説明が終わりましたが、長谷部正人代表監査委員から決算審査の所見を

申し述べたいとの申出がありましたので、これを許します。 

 長谷部正人代表監査委員。 

○代表監査委員（長谷部正人君） ただいま議長のお許しをいただきましたので、令和４年度日野

町歳入歳出決算につきまして、地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項並びに地方公

共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき、提出された書類につきまして

審査いたしましたので、その所見を述べさせていただきます。 

 なお、決算の数値につきましては、先ほど会計管理者より報告がありましたので、重複すると

ころはできるだけ割愛して述べさせていただきますので、御了承ください。 

 まず、審査の対象ですが、令和４年度の日野町の一般会計歳入歳出決算、国民健康保険特別会

計歳入歳出決算、介護保険特別会計歳入歳出決算、後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算、
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簡易水道特別会計歳入歳出決算、公共下水道事業特別会計歳入歳出決算、農業集落排水事業特別

会計歳入歳出決算の７会計と、令和４年度日野町財政健全化判断比率であります。審査は、令和

５年７月２４日から８月２２日までのうち９日間実施いたしました。 

 審査の方法といたしましては、各会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収

支に関する調書及び財産に関する調書は関係法令に準拠して作成され、予算が適正かつ効率的に

執行されているか、決算の計数は正確であるか、財産管理が適正に行われているか、基金が適正

に管理されているか、実施された事業の成果が上がっているかなどの審査を行いました。また、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき、提出された書類が適正

な数値が計上され調製されているかの審査も行いました。 

 審査の結果といたしまして、７会計の決算計数は正確であり、予算執行も適正に行われている

ものと認めました。また、財産に関する調書につきましては、土地、建物、山林、有価証券及び

出資による権利など調書の計数は正確であり、基金は基金条例に基づき、その目的に従って運用、

管理されていると認められました。さらに、地方公共団体の財政の健全化については、いずれの

指標も国の早期健全化基準をクリアしており、財政の安定化が進んでいます。しかしながら、人

口減少や新型コロナウイルス感染症の第５類移行に伴い、今後は税収及び地方交付税の減少が予

測されますので、地方債を財源とした事業実施については十分な注意が必要であると考えます。 

 次に、会計ごとの総括意見を申し述べます。一般会計の実質収支は１億８，１９０万４，４９

８円であり、おおむね良好であります。しかしながら、不用額は前年度決算より増加し、２億９，

６１８万８，６３５円と依然として高くなっており、当初予算を編成する際には十分考慮した予

算編成とされるとともに、必要に応じて補正するなどの対策を講じられたいと考えます。 

 歳入は、収入済額４８億４，５９６万４，８６４円、収入未済額は７，５７０万３，５３６円

であり、収納率は９８．４６％となっています。収入未済額の内訳は、町民税、固定資産税、住

宅・改良住宅使用料、災害援護資金貸付金、住宅新築資金等貸付金などが滞納分として計上され

ています。災害援護資金貸付金、住宅新築資金等、貸付金の収入未済額は、合わせて５，８８４

万１，７２５円となっており、戸別徴収等により減少はしてるものの依然として多額であり、早

期回収に努められたいと思います。また、個人住民税と固定資産税において、前年度より滞納者

数、滞納額とも増加しており、各課の連携を図りながら、計画的及び積極的な徴収事務により、

初期段階での徴収強化と新規滞納者の抑制に努めていただきたいと思います。地方交付税は、歳

入全体の４７．１％を占めており、今後、交付額が減少することも見込まれることから、事業を

進める上では財源の確保に十分注意を払っていただきたいと考えます。 
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 一方、歳出は、支出済額４６億５，０５１万７，３６６円で、繰越額を除いた執行率は９４．

０１％となっています。先ほども述べましたが、不用額が多いので留意していただきたいと思い

ます。また、近年、繰越事業が増える傾向にあり、令和４年度においては、老人福祉費に事故繰

越４，１１５万１，０００円が計上されています。事業の早期発注、早期完成に努められ、この

ような繰越しが起こらないよう十分注意されたいと考えます。 

 基金につきましては、財政調整基金、減債基金、公共施設等長寿命化基金など、前年度より２

億２，０２７万円を積み増しされ、総額で３４億７５９万７，０００円となっており、おおむね

良好であります。 

 次に、特別会計ですが、国民健康保険特別会計の決算での実質収支は７８３万５，９９９円と

なっています。歳入の収入済額は３億５，７３９万９，０３０円で、不納欠損額７９万７，７９

０円、収入未済額は１，９７４万５，３６４円で、徴収率は９４．５９％となっています。国民

健康保険税につきましては、収入未済額及び滞納者数は若干減少しましたが、依然として未納額

が多額でありますので、引き続き回収に向けた努力をお願いしたいと思います。 

 歳出は、支出済額３億５，１５６万３，０３１円で、執行率は８３．６１％となっています。

今後も糖尿病、高血圧症をはじめとする生活習慣病を中心とした疾病予防を重視し、住民の健康

管理に対する意識の高揚と健診受診の普及啓発に努めていただきたいと考えます。 

 次に、介護保険特別会計の実質収支は５，４２２万６，９５４円となっています。歳入は、収

入済額６億１，９９０万４，０１４円、収入未済額６万７，１００円で、収納率は９９．９９％

となっています。新たな滞納が発生しており、早期の徴収に努めていただきたいと思います。 

 歳出は、支出済額５億６，５６７万７，０６０円で、執行率は８１．７８％となっています。

今後もいきいき百歳体操など介護予防施策を推進し、給付費の抑制を図っていただきたいと思い

ます。また、基金の活用も視野に入れ、保険料の算定に当たっては十分検討していただきたいと

思います。 

 次に、後期高齢者医療保険特別会計の実質収支は１２万４，２００円となっています。歳入は、

収入済額５，７７６万１，２９７円、収入未済額７万５，０００円で、収納率は９９．８７％と

なっております。新たな滞納が発生しており、早期の徴収に努めていただきたいと考えます。 

 歳出の支出済額は５，６６３万７，０９７円で、執行率は９６．６２％となっています。今後

も被保険者の健康増進と医療費節減に取り組んでいただきたいと考えます。 

 次に、簡易水道特別会計ですが、必要額を一般会計から繰り入れしているため実質収支はゼロ

円です。歳入の収入済額は７，６９１万８，６７７円、収納率は９９．４７％で、収入未済額は
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４０万８，６５０円と昨年より減少しており、戸別徴収の成果が認められますが、引き続き徴収

に努力いただきたいと考えます。 

 歳出は、支出済額７，６９０万４，６７７円で、執行率は９８．０７％となっています。今後

も町民の生活環境の向上を図るため、適正な管理運営に努めていただきたいと思います。 

 次に、公共下水道事業特別会計ですが、必要額を一般会計から繰り入れしているため実質収支

はゼロ円です。歳入ですが、収入済額は９，４６６万４７０円、収納率９９．９０％で、収入未

済額は９万２，９４０円と昨年より減少しており、戸別徴収の成果が認められますが、引き続き

回収に向けて努力いただきたいと思います。 

 歳出は、支出済額９，４６０万３，４７０円で、執行率９８．２３％となっています。今後も

町民の生活環境の向上を図るため、加入促進と適正な管理運営に努めていただきたいと思います。 

 次に、農業集落排水事業特別会計ですが、必要額を一般会計から繰り入れしているため、実質

収支はゼロ円です。歳入は、収入済額４，４０３万５，３７１円、収納率９９．８９％の状況で、

収入未済額は４万９，８６０円と前年度と同額であり、回収に向けて努力いただきたいと考えま

す。 

 歳出は、支出済額４，３９７万８，３７１円で、執行率は９３．９５％となっています。今後

も町民の生活環境の向上を図るため、加入促進と適正な管理運営に努めていただきたいと思いま

す。 

 以上、令和４年度の７会計と財政健全化判断比率につきましての決算審査の所見といたします。 

○議長（中原 信男君） お諮りいたします。議案第６１号から議案第６７号までの決算認定につ

いては、委員８名で構成する決算審査特別委員会を設置し、委員会に付託したいと思います。こ

れに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議なしと認めます。よって、議案第６１号から議案第６７号までの決

算認定については、委員８名で構成する決算審査特別委員会を設置し、付託することに決定いた

しました。 

 委員の指名についてお諮りいたします。委員は、議長において、次の議員を指名いたしたいと

思います。１番、小林良泰議員、２番、小河久人議員、３番、坪倉敏議員、５番、梅林智子議員、

６番、金川守仁議員、７番、松本利秋議員、８番、安達幸博議員、９番、竹永明文議員、以上８

名を指名いたします。これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（中原 信男君） 異議なしと認めます。よって、ただいま指名をいたしました８名が、決

算審査特別委員会委員に決定をいたしました。 

 ここで休憩をいたします。 

 休憩中に、決算審査特別委員会を開催し、委員長、副委員長を決定し、議長に報告をお願いい

たします。決定次第、再開いたします。委員の方は、議員控室に参集ください。執行部について

はこのままお待ちください。 

午前１１時４９分休憩 

─────────────────────────────── 

午前１１時５５分再開 

○議長（中原 信男君） 再開いたします。 

 休憩中に委員長、副委員長が決まりましたので、報告いたします。 

 委員長に松本利秋議員、副委員長に金川守仁議員が互選され、就任されました。 

─────────────・───・───────────── 

○議長（中原 信男君） お諮りいたします。本日の会議は、これで延会といたしたいと思います。

これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中原 信男君） 異議なしと認めます。よって、本日は、これで延会することに決定いた

しました。 

 本日はこれで延会いたします。 

 会議の再開は、９月１４日午前１０時といたします。御協力ありがとうございました。 

午前１１時５６分延会 

─────────────────────────────── 

                                           


